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花
園
神
社
大
酉
祭

正
式
参
拝
を
終
え
て

正式参拝後に参加者で記念撮影 

１
１
月
２
４
日(

月
祝) 

高
円
寺
氷
川
神
社
一
行(

氏
子

青
年
会)

で
花
園
神
社(

新
宿)

を
訪
問
し
ま
し
た
。
花
園

神
社
と
高
円
寺
氷
川
神
社
の
先
代
宮
司
同
士
が
懇
意
に

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
の
時
期
の
花
園
神
社
の

年
中
行
事
で
あ
る
「
大
酉
祭
」
に
訪
問
し
て
正
式
参
拝

を
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
氏
子
青
年
会
と
神
社
関
係
者
で
訪
問
し
て
い

ま
す
が
、
数
十
万
人
が
訪
れ
る
中
で
、
拝
殿
に
案
内
さ

れ
祝
詞
を
あ
げ
て
戴
く
こ
と
は
限
り
な
く
特
別
で
素
晴

ら
し
い
経
験
で
す
。
毎
年
経
験
し
て
い
る
こ
と
と
は
言

え
、
毎
回
背
筋
が
引
き
締
ま
り
、
気
持
ち
を
一
段
落
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

我
々
一
行
を
受
け
入
れ
て
戴
い
た
花
園
神
社
様
に
対

し
て
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
き
ま
し
た
。
花
園

神
社
の
深
い
ご
協
力
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

来
年
以
降
も
定
期
的
に
続
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。熊手商の掛け声も賑やかで、

境内は活気で溢れていました

花園神社の酉の市は、明治
時代に始まりました。酉の
市は、大鳥神社の祭神であ
る日本武尊が東夷征伐の戦
勝祈願をし、帰還の時にお
礼参りをしたことにちなみ、
日本武尊の命日である11月
の酉の日に行われるように
なりました。商売繁盛の熊
手を売る露店商のにぎやか
な声は、師走を迎える街に
欠かせない風物詩。毎年60
万人もの人が訪れる市の日
は花園神社名物の見世物小
屋を観るチャンスでもあり
ます。

花園神社酉の市
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◆ご参拝にあたり◆
特に正月三が日は多くの参拝者が
見込まれますので、できるだけ混雑
をお避けしてお越しください。

≪開門時間≫
12月31日(水)18時～1月1日(木)19時
1月2日(金)～1月5日(月)：7時～18時
1月6日(火)以降：7時～17時

≪社務所受付時間(御守・御朱印など)≫
1月1日(木)：0時～18時
1月2日(金)～1月5日(月)：9時～17時
1月6日(火)以降：9時～16時
※状況により受付時間が変更となることもあります。
※詳しくは公式サイト、公式ツイッターでご確認

戴くか、社務所へお問い合わせ下さい。

新
年
の
お
参
り
は
氷
川
神
社
へ

令
和
八
年
初
詣
の
ご
案
内

◆お焚き上げ神事
３１日(水) ２３時４５分～

◆お神酒・甘酒
是非お求めになってください。
※数に限りがあります

氷
川
神
社
で
は
、
法
人
、
団
体
、
個
人
向
け

の
新
年
清
祓(

初
詣)

を
始
め
、
厄
祓
い
、
そ
の

他
各
種
祈
祷
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
年
の
始
め

に
是
非
、
神
恩
感
謝
と
弥
栄
、
安
寧
を
祈
願
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
ご
祈
祷
の
ご
案
内

令
和
７
年
の
初
詣
の
様
子

注
連
縄
の
販
売

以
前
は
年
末
に
な
る
と
高
円
寺
の
街
に
は

臨
時
の
注
連
縄
販
売
所
が
数
か
所
あ
り
ま
し

た
が
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
徐
々
に
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
よ
り
本
社
神
輿
宮
頭
を
務
め

て
戴
い
て
い
る
㈲
上
野
工
務
店
・
上
野
様
に

氷
川
神
社
境
内
に
臨
時
販
売
所
を
設
営
し
て

戴
き
、
注
連
縄
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年末の注連縄販売
◆日時

１２月２６日(金)
１２月２７日(土)
１２月２８日(日)
 いずれも１１～１６時
※時間は前後することあります

◆場所
氷川神社鳥居付近
※数に限りがあり、なく
なり次第終了となります。
(初日だけで終わることもあ
ります)

年末年始のお焚き上げ
についてのお願い

年末から注連縄、破魔矢、神札、お守
りなどのお焚き上げを承ります。納札
箱は社務所玄関付近に設置しますので、
そちらにお納めください。また鈴など
不燃物が付着している授与品は外して
お納めください。陶器などの不燃物も
受け付けかねます。
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
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★
か
つ
て
の
こ
う
え
ん
じ
ん
★

第
十
八
話
～

林
芙
美
子

森
光
子
が
で
ん
ぐ
り
返
し
を
す
る
こ
と
で
有
名

だ
っ
た
、
舞
台
『
放
浪
記
』
は
、
高
円
寺
の
近
郊
、

妙
法
寺
裏
手
に
あ
っ
た
借
家
で
、
昭
和
３
年
に
林
芙

美
子
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
芙
美
子
は
私
生
児
と
し

て
産
ま
れ
、
幼
少
期
は
行
商
を
営
む
実
母
義
父
と
と

も
に
、
各
地
を
転
々
と
し
て
暮
し
た
「
今
の
私
の
父

は
養
父
で
あ
る
。
（
中
略
）
実
直
過
ぎ
る
ほ
ど
の
小

心
さ
と
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
山
っ
気
と
で
、
人
生
の

半
分
は
苦
労
で
埋
も
れ
て
い
た
人
だ
」
夫
婦
と
な
れ

ば
、
夫
の
苦
労
を
背
負
う
の
は
、
妻
の
小
さ
な
背
中

だ
。
芙
美
子
は
そ
の
母
の
背
を
見
な
が
ら
大
き
く
な

り
、
そ
し
て
い
つ
の
ま
に
か
母
と
同
じ
よ
う
に
負
の

荷
物
を
、
１
４
０cm
し
か
な
い
小
柄
な
身
体
の
背
に

背
負
っ
て
生
き
て
い
く
。

芙
美
子
の
文
才
に
目
を
付
け
た
恩
師
の
進
め
も
あ

り
、
身
分
不
相
応
な
、
尾
道
私
立
女
学
校
に
進
学
す

る
。
若
い
こ
ろ
の
芙
美
子
の
写
真
を
見
る
と
、
眼
鏡

姿
の
可
憐
な
顔
立
ち
が
目
を
引
く
。
尾
道
の
海
沿
い

に
あ
っ
た
、
夕
陽
の
な
か
の
う
ず
し
お
橋
に
も
た
れ

か
か
り
、
本
を
読
み
ふ
け
る
彼
女
に
声
を
か
け
た
の

は
、
旧
制
中
学
に
通
う
岡
野
軍
一
。
岡
野
家
は
、
ミ

カ
ン
畑
を
手
広
く
経
営
す
る
、
尾
道
で
も
有
数
の
素

封
家
だ
っ
た
。
戦
争
前
の
、
地
方
都
市
で
は
考
え
れ

な
い
よ
う
な
恋
愛
を
、
二
人
は
堂
々
と
続
け
て
い
く
。

岡
野
の
両
親
は
身
分
違
い
の
交
際
に
は
猛
反
対
し
、

息
子
を
明
治
大
学
に
入
学
さ
せ
、
東
京
に
住
ま
わ
せ

る
こ
と
で
、
二
人
の
間
を
引
き
裂
こ
う
と
す
る
が
、

結
婚
を
願
う
芙
美
子
も
上
京
し
、
二
人
は
同
棲
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
岡
野
は
、
卒
業
後
に
両
親

が
望
む
相
手
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
。
芙
美
子
が
生
涯

背
負
う
こ
と
に
な
る
、
悲
恋
の
つ
ら
な
り
は
、
こ
の

初
恋
の
破
局
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
作

家
の
家
の
女
中
、
薬
の
見
本
整
理
、
セ
ル
ロ
イ
ド
工

場
の
女
工
、
牛
鍋
屋
の
女
中
、
産
婆
助
手
見
習
い
、

新
聞
記
者
、
貿
易
店
の
事
務
員
、
新
聞
の
広
告
受
付
、

カ
フ
ェ
ー
の
女
給
。
『
放
浪
記
』
に
書
か
れ
て
い
る

転
々
と
変
わ
る
「
私
」
が
つ
た
仕
事
の
数
々
。
私
生

活
で
は
、
新
劇
俳
優
や
詩
人
と
の
同
棲
生
活
を
経
て
、

大
正
１
５
年
の
年
末
に
画
学
生
の
手
塚
緑
敏
と
結
婚

す
る
。
住
ん
だ
と
こ
ろ
は
、
高
円
寺
の
青
梅
街
道
に

あ
っ
た
西
武
鉄
道
の
車
庫
の
裏
、
現
在
の
関
東
バ

ス
の
車
庫
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
こ
か
ら
、
妙
法
寺

の
裏
に
あ
っ
た
バ
ラ
ッ
ク
の
貸
家
に
移
り
住
む
。
こ

の
家
は
、
計
画
倒
れ
に
終
わ
っ
た
浅
加
園
と
い
う
遊

園
地
を
建
設
す
る
た
め
の
、
職
人
用
に
用
意
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
生
活
の
様
子
を
、
の
ち
に

『
清
貧
の
書
』
と
い
う
小
説
に
書
い
て
い
る
。

「
躑
躅
（
つ
つ
じ
）
は
も
ち
ろ
ん
、
う
つ
ぎ
や
あ

さ
み
の
花
や
桐
の
木
が
、
家
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て

い
た
」
と
い
う
森
の
よ
う
な
広
い
土
地
に
「
長
い
こ

と
、
人
間
が
住
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
部
屋

の
中
は
馬
糞
紙
の
よ
う
に
、
ボ
コ
ボ
コ
し
た
古
く
さ

い
匂
い
が
こ
も
っ
て
い
て
」
と
あ
る
。
馬
糞
紙
と
は
、

わ
ら
半
紙
の
こ
と
で
、
今
は
そ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
風

合
い
が
好
ま
れ
、
若
い
人
に
人
気
だ
と
い
う
。
貧
し

さ
の
象
徴
の
よ
う
な
紙
が
、
時
代
に
よ
っ
て
受
け
取

ら
れ
方
が
変
化
す
る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
皮
肉

な
こ
と
だ
。

こ
の
家
で
芙
美
子
は
出
世
作
『
放
浪
記
』
を
書
き

始
め
る
。
そ
れ
ま
で
の
彼
女
が
書
い
た
も
の
は
、
詩

や
童
話
、
短
歌
な
ど
、
短
い
も
の
が
多
い
。
『
放
浪

記
』
も
小
説
と
い
う
よ
り
は
、
日
記
の
羅
列
と
い
う

形
式
に
な
っ
て
い
る
。
時
が
経
つ
ほ
ど
に
、
一
日
に

書
か
れ
る
文
字
量
が
増
え
、
内
容
も
小
説
の
形
に

な
っ
て
い
く
。

芙
美
子
が
付
き
合
っ
て
き
た
文
学
者
は
、
本
駒
込

に
あ
っ
た
南
天
堂
書
店
に
群
れ
集
ま
っ
て
い
た
ア

ナ
ー
キ
ス
ト
詩
人
た
ち
で
、
小
説
の
よ
う
な
物
語
を

書
く
作
家
は
見
当
た
ら
な
い
。
結
婚
相
手
の
手
塚
は
、

絵
描
き
と
し
て
、
舞
台
の
背
景
な
ど
を
書
く
仕
事
を

し
て
い
た
。
芙
美
子
は
手
塚
と
の
生
活
を
通
し
て
、

彼
が
語
る
芝
居
の
筋
や
、
持
っ
て
く
る
脚
本
な
ど
か

ら
、
少
し
づ
つ
物
語
を
書
く
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
は

な
い
か
と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
。

処
女
作
は
そ
の
作
家
の
す
べ
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
、

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
『
放
浪
記
』
は
、
世
界
中
を

旅
す
る
彼
女
の
人
生
を
予
言
す
る
よ
う
な
「
私
は
宿

命
的
に
放
浪
者
で
あ
る
。
私
は
古
里
を
も
た
な
い
」

と
い
う
有
名
な
書
き
出
し
で
幕
を
開
け
る
。
朝
鮮
、

満
州
を
経
て
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
乗
り
継
い
で
向
か

っ
た
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
へ
の
一
人
旅
。
戦
中
は
軍
の

ペ
ン
部
隊
の
役
員
と
し
て
、
南
京
、
武
漢
に
向
か
い
、

ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
長
い
時

間
留
ま
り
、
文
章
を
書
き
内
地
に
送
っ
た
。
戦
後
も

鹿
児
島
か
ら
船
で
四
日
か
け
て
屋
久
島
に
渡
る
。

昭
和
２
６
年
に
４
７
歳
と
い
う
若
さ
で
急
逝
す
る
。

生
前
に
色
紙
を
頼
ま
れ
る
と
「
花
の
命
は
短
く
て
苦

し
き
こ
と
の
み
多
か
り
き
」
と
好
ん
で
書
い
た
と
い

う
。林

芙
美
子
の
書
く
も
の
は
、
今
、
若
い
女
性
に
好

ん
で
読
ま
れ
て
い
る
。
杉
並
に
住
む
作
家
角
田
光
代

が
芙
美
子
の
旅
行
記
を
読
み
「
驚
い
た
。
ま
る
き
り

現
代
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で
は
な
い
か
」
と
驚
き
を

こ
め
書
い
て
い
る
。
女
性
が
ひ
と
り
で
生
き
て
い
く

の
が
憚
ら
れ
た
時
代
に
、
い
ろ
い
ろ
な
想
い
を
込
め

な
が
ら
も
、
好
き
な
場
所
に
旅
を
し
、
失
敗
は
し
な

が
ら
も
男
た
ち
と
恋
を
重
ね
、
腕
い
っ
ぽ
ん
で
文
章

を
書
き
、
自
分
好
み
の
家
を
建
て
、
死
ん
で
い
っ
た
、

そ
の
生
き
方
に
多
く
の
女
性
が
共
感
す
る
の
だ
と
思

う
。下

落
合
に
あ
る
瀟
洒
な
家
は
、
戦
災
に
会
う
こ
と

な
く
、
今
は
林
芙
美
子
記
念
館
と
な
り
、
一
般
公
開

さ
れ
て
い
る
。

林芙美子亭(東京都新宿区中井)
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・師走の三つ巴
・一年の疲れをいやすへびさん

 【気象神社】
・お風呂を楽しむへびさん
・あたたかいみかん風呂
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和七年十二月)

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

上
皇
陛
下

宮
殿
で
認
証
官
任
命
式
を
お
済
ま
せ

に
な
り
御
所
へ
お
帰
り
に
な
る
時
の

情
景
を
お
詠
み
な
っ
た
御
製
で
あ
る

令和７年１２月の御朱印

お
知
ら
せ

ひ
か
わ
２
３
７
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
大
陸
の
高
気
圧
が
優
勢

と
な
り
、
日
本
付
近
は
等
圧
線
が

南
北
に
縞
状
と
な
る
「
西
高
東
低

＝
冬
型
」
と
気
圧
配
置
と
な
り
、

本
州
日
本
海
側
に
大
雪
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

第
４
回
お
天
気
フ
ェ
ス
も
無
事

に
開
催
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ

で
す
が
「
高
円
寺
を
お
天
気
の
町

に
」
と
い
う
目
標
に
向
け
て
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
末
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
新

年
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
皆
様
も
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。

第
６
４
回
気
象
予
報
士
試
験

合
格
者
お
祝
い
会

１
１
月
１
日(

土) 

第
６
４
回
気
象
予
報
士

試
験
合
格
者
お
祝
い
会
を
気
象
神
社
で
開
催

し
ま
し
た
。
気
象
神
社
で
は
夢
☆
カ
フ
ェ
主

催
の
気
象
予
報
士
試
験
の
通
学
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
が
、
第
６
４
回
気
象
予
報
士
試

験(

令
和
７
年
８
月)

で
も
合
格
者
を
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
率
が
４
～

５
％
と
超
難
関
の
試
験
で
す
が
、
受
講
生
の

努
力
と
頑
張
り
を
気
象
神
社
の
神
様
も
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
合

格
者
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
現
在
は
第
６
５
回
気
象
予
報
士
試
験

(

令
和
８
年
１
月)

に
向
け
て
毎
週
土
日
は
各

種
講
座
で
教
室
は
フ
ル
稼
働
で
す
。
１
人
で

も
多
く
の
皆
様
の
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

見事に難関試験を合格された皆様
をお祝いしました

◆
「
Ｄ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の

限
界
突
破
Ｔ
Ｖ
」
に

気
象
神
社
が
登
場
予
定

１
２
月
９
日(

火)

・
２
３
日(

火)

日

本
テ
レ
ビ
「
Ｄ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
限
界

突
破
Ｔ
Ｖ
」(

２
４
時
５
９
分
～
２
５

時
２
９
分)

」
に
気
象
神
社
が
登
場
予

定
で
す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

放
送
予
定
日
や
放
送
内
容
が
変
更
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
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